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概要

●｢遺産分割に伴う紛争｣ をはじめ､ その前提問題である ｢当事者 ･遺産の範囲｣､ ｢遺言の効力｣ などをめぐる紛争から､
　｢遺産分割の周辺に関する紛争｣ まで､ 遺産分割手続を進めるなかで起こる諸問題について､ 実務の取扱いをくわしく解説してあります｡
●遺産相続をめぐる訴訟､ 調停､ 審判などの紛争処理手続を網羅してあります｡
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